
一関市内で活動を行う市民活動団

体を中心に、個人・企業等が一堂に

会し、活動紹介をはじめ、各種体験等

により交流を図りながら、市民のまちづ

くりへの参画を促進する「いちのせき市

民フェスタ」。このイベントに参加する

団体を募集します(約50

団体を想定/市民活動

団体優先)。

詳しくは右記QRコードを

読み込むか、下記まで。

ideaニュースレター「イデア」

2024.５
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「『たてる会』も奉納した金精様」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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「ふじさわ朝市の会」が主催する

「ふじさわ朝市2024」を下記日程で開

催します。「つなげる・つながる・楽し

む」がテーマの朝市で、生産者こだわ

りの商品が集結！季節に応じた野菜

や果物、コーヒー、パン等のほか、雑

貨の販売もあります。出店者も随時募

集中。詳しくは下記まで。

「照井堰」の管理や修繕、土地改良

事業等を行う照井土地改良区(水土

里ネットてるい)では、水利施設の見学

会や照井堰の歴史や仕組みなどを解

説する出前授業を実施しています(施

設見学と出前授業の組み合わせも可)。

小学校や地域のサロン、市民センター

などの事業としても活用いただけます。

詳しくは下記までお問合わせください。

「一関の新しい踊りを創作する会」で

は、令和元年から一関市の統一した

踊りの作成に取り組んでおり、踊りの基

本形が完成したため、その名称を募集

中です。詳しくは右記

QRコードを読み込む

か、下記までお問合

わせください。

ＮＰＯ法人奏楽のたね

会員募集中

募集

「ふじさわ朝市2024」

12月まで開催

イベ

ント

東北舞踏 三角標

第８回定期公演

「３.５次元」

イベ

ント

情報

いちのせき市民フェスタ24

参加団体募集

募集

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 53475 -328 24553 -30

花泉 11729 -47 4683 6

川崎 3203 13 1269 0

千厩 9590 -63 4081 6

大東 11646 -46 4883 10

東山 5752 -30 2271 3

室根 4287 -31 1790 -4

藤沢 6933 -38 2772 0

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 106615 -570

世帯数 46302 -9

出生数 29 3

2024年４４４４月月月月１１１１日日日日付

(2024年３月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

照井土地改良区

施設見学／出前授業

内容内容内容内容：・堰の歴史や仕組み(開削に使用

した道具の紹介等)

・大〆切頭首工や八幡沢発電所

の見学 など

※内容や時間は調整可能

料金料金料金料金：無料

問合問合問合問合：０１９１-２３-２１３５

(照井土地改良区・出前授業担当)

本誌「団体紹介」で紹介した「NPO法

人奏楽のたね」では、会員を募集して

います。年齢、性別、居住地は不問で、

法人の「重症心身障がい児・者の理

解促進及び啓発活動を行いながら支

援の輪を広げていく」という活動目的に

賛同した個人・団体であれば誰でも入

会可能です。

法人の活動等につい

てはHPでも情報を発信

しているので、右記QR

コードを読み込むか、下

記までお問合せください。

「一関市民の新しい踊り」

名称募集中

募集

開催日開催日開催日開催日：２０２４年８月２５日(日)

会場会場会場会場：千厩農村環境改善センター/

募集締切募集締切募集締切募集締切：２０２４年５月２７日(月)

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

(いちのせき市民活動センター)

１｜二言三言｜ 一関市教育委員会 学校教育課 (後編)

３｜団体紹介｜ ＮＰＯ法人奏楽のたね

５｜地域紹介｜ 油島第９区集落 （花泉）

７｜企業紹介｜ 朝日堂製菓 （室根）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊻ 地域協働体はＲＭＯなの？

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№25 「照井堰用水」

今月の表紙

水路をできるだけ短い距離で通水するために山に穴を開けた水路トン

ネルを「隧道（ずいどう）」と呼び、照井土地改良区が管理している隧道は

15か所。その中で、現存する最古の素堀隧道が「樋の沢隧道」で、平泉

町平泉字樋ノ沢地内にあります。隧道内部は高さ約120㎝。鏨(たがね)

等で掘った形跡も確認することができます。(自由研究)

一関市を拠点に、「舞踏を通じて自

由な命を取り戻していく」ことを掲げて

活動する「三角標(みがくし)」は、下記

日程で第８回定期公演を開催します。

公演は「３.５次元」をタイトルに、非日

常の世界観を舞踏で表現するほか、

同日10時からは「投げ銭#舞踏ワーク

ショップ(要申込)」も開催します。詳しく

は下記まで。

開催日開催日開催日開催日：２０２４年６月９日(日)

公演時間公演時間公演時間公演時間：

〈第一部〉１４時開演(１３時３０分開場)

〈第二部〉１８時開演(１７時３０分開場)

場所場所場所場所：千厩酒のくら交流施設 新蔵

(一関市千厩町千厩字北方１３４)

料金料金料金料金：投げ銭制

問合問合問合問合：０７０-５３２６-８１１８(岩渕)

年会費年会費年会費年会費：

〈正会員〉 ２,０００円 ※個人、団体ともに

〈賛助会員〉 １,０００円/１口(個人)

５,０００円/１口(団体)

問合問合問合問合：０１９１-３４-４２４３

(ＮＰＯ法人奏楽のたね)

募集内容募集内容募集内容募集内容 ：「一関市民の新しい踊り」の

名称(一人３点まで応募可)

表彰表彰表彰表彰：グランプリ １点(賞状と副賞)

締切締切締切締切：２０２４年５月１５日（水）

問合問合問合問合：０１９１-２３-３４３４

(事務局（一関商工会議所内）)

開催日時開催日時開催日時開催日時：２０２４年４月～１２月

第１日曜日 ９時～１２時

※今後の開催日は５月５日、６月２日、７月７日、８月

４日、９月１日、１０月６日、１１月３日、１２月１日

場所場所場所場所：神文ストア藤沢店 第３駐車場

(一関市藤沢町藤沢字早道８０-１)

販売品目販売品目販売品目販売品目：農産物、果物、加工品、花卉

類、魚介類、手芸用品、特産品 等

問合問合問合問合:０１９１-６３-５５８８

(事務局・伊東)

特別賞 ３点(賞状と副賞)
千厩アイスアリーナ



地域の「気になる人」を対談でご紹介
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が

主

体

と

な

っ

て

活

動

し

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

今

現

在

、

平

日

の

17

時

以

降

は

保

護

者

が

見

守

り

を

し

て

い

る

と

い

う

話

を

よ

く

聞

き

ま

す

が

、

そ

れ

と

「

休

日

型

」

は

別

で

す

か

？

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

は

い

。

学

校

主

体

の

部

活

動

は

、

勤

務

時

間

終

了

後

は

教

員

の

対

応

外

と

し

て

お

り

、

そ

れ

以

降

に

活

動

す

る

に

は

、

保

護

者

会

(

育

成

会

)

を

組

織

し

、

「

保

護

者

会

練

習

」

と

い

う

位

置

づ

け

に

し

ま

す

。

保

護

者

会

と

地

域

部

活

動

の

組

織

と

で

は

、

要

件

が

異

な

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

地

域

部

活

動

に

移

行

し

な

く

て

も

、

す

で

に

保

護

者

の

関

わ

り

は

大

き

く

な

っ

て

い

る

ん

で

す

ね

。

そ

も

そ

も

、

地

域

部

活

動

へ

の

移

行

に

は

ど

の

よ

う

な

背

景

が

あ

る

ん

で

す

か

？

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

少

子

化

で

様

々

な

部

活

が

成

り

立

た

な

く

な

っ

て

き

て

お

り

、

運

動

・

文

化

活

動

と

も

に

子

ど

も

た

ち

の

「

活

動

の

場

」

の

保

障

を

し

て

い

き

た

い

と

い

う

の

が

一

つ

。

も

う

一

つ

は

働

き

方

改

革

の

流

れ

で

、

先

生

方

の

勤

務

時

間

の

適

正

化

を

図

り

つ

つ

、

子

ど

も

た

ち

の

「

活

動

の

場

」

を

保

障

し

よ

う

と

し

た

と

き

に

、

学

校

の

先

生

だ

け

で

は

対

応

で

き

な

い

た

め

、

「

地

域

部

活

動

」

と

い

う

流

れ

に

な

っ

た

と

い

う

背

景

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

保

護

者

会

練

習

の

流

れ

が

あ

る

か

ら

か

、

働

き

方

改

革

に

よ

る

影

響

だ

と

解

釈

さ

れ

が

ち

で

す

が

、

学

校

の

規

模

が

小

さ

く

な

り

、

団

体

種

目

に

取

り

組

め

な

い

現

状

で

、

野

球

や

サ

ッ

カ

ー

、

バ

ス

ケ

や

バ

レ

ー

な

ど

に

も

取

り

組

め

る

環

境

を

整

え

て

あ

げ

ま

し

ょ

う

と

い

う

の

が

根

本

に

あ

る

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

実

際

、

令

和

５

年

度

の

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

新

人

戦

は

、

３

チ

ー

ム

出

場

し

、

内

２

チ

ー

ム

は

合

同

チ

ー

ム

で

し

た

。

合

同

チ

ー

ム

も

、

１

チ

ー

ム

に

４

つ

の

中

学

校

が

集

ま

る

状

況

で

し

た

が

、

所

属

し

た

生

徒

は

活

動

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

様

々

な

種

目

で

合

同

チ

ー

ム

が

増

え

て

い

る

の

は

聞

き

ま

す

が

、

地

域

部

活

動

と

は

別

で

す

よ

ね

？

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

主

体

の

合

同

チ

ー

ム

で

あ

り

、

地

域

部

活

動

と

は

異

な

り

ま

す

。

中

総

体

や

新

人

戦

等

、

中

体

連

の

大

会

は

学

校

単

位

が

基

本

で

あ

り

、

大

会

参

加

を

目

標

に

す

る

と

、

学

校

主

体

の

合

同

チ

ー

ム

に

な

ら

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

ん

で

す

。

令

和

５

年

度

か

ら

、

種

目

に

よ

っ

て

民

間

ク

ラ

ブ

の

参

加

も

可

能

と

な

っ

た

も

の

の

、

登

録

の

要

件

を

整

え

る

の

が

難

し

い

と

い

う

実

態

が

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ス

ポ

ー

ツ

団

体

を

作

っ

て

地

域

部

活

動

に

移

行

し

た

と

し

て

も

、

中

体

連

の

大

会

に

出

場

で

き

な

い

と

な

る

と

、

辛

い

で

す

よ

ね

。

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

地

域

部

活

動

の

受

け

皿

と

な

る

民

間

ク

ラ

ブ

や

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

は

あ

る

ん

で

す

が

、

地

域

部

活

動

に

踏

み

切

れ

な

い

要

因

の

一

つ

に

中

総

体

の

出

場

資

格

が

あ

る

よ

う

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ち

な

み

に

地

域

部

活

動

に

移

行

す

る

と

、

活

動

に

必

要

と

な

る

備

品

や

会

場

な

ど

、

そ

れ

ま

で

学

校

が

担

っ

て

い

た

部

分

は

ど

う

な

る

ん

で

し

ょ

う

か

？

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

「

休

日

型

」

の

場

合

は

学

校

に

部

活

動

が

残

っ

て

い

る

の

で

、

学

校

で

用

意

す

る

こ

と

も

で

き

ま

す

が

、

「

全

日

型

」

の

場

合

、

学

校

か

ら

は

切

り

離

し

て

い

る

の

で

、

各

団

体

で

用

意

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

そ

の

た

め

、

当

市

で

は

独

自

で

補

助

制

度

も

設

置

し

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

市

費

投

入

は

あ

り

が

た

い

で

す

が

、

実

際

に

は

足

り

ず

に

、

親

の

金

銭

的

負

担

も

増

え

そ

う

で

す

ね

。

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

そ

う

な

る

団

体

も

出

て

く

る

こ

と

が

予

想

さ

れ

ま

す

。

な

お

、

令

和

４

年

度

ま

で

当

市

で

は

中

学

校

の

部

活

動

は

全

員

加

入

を

原

則

に

し

て

い

ま

し

た

が

、

令

和

５

年

度

か

ら

「

加

入

推

奨

制

」

に

し

た

ん

で

す

。

そ

の

結

果

、

令

和

５

年

度

は

約

１

割

の

生

徒

が

部

活

動

に

未

加

入

と

な

っ

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

部

活

動

に

負

担

を

感

じ

る

生

徒

や

、

部

活

動

以

外

の

こ

と

に

注

力

し

た

い

生

徒

に

と

っ

て

は

選

択

肢

が

広

が

り

ま

す

が

、

金

銭

面

含

め

親

の

負

担

が

増

え

る

現

状

に

お

い

て

は

、

「

加

入

推

奨

」

に

な

っ

た

こ

と

で

、

部

活

動

を

し

た

く

て

も

、

親

か

ら

ス

ト

ッ

プ

が

か

か

る

生

徒

も

出

て

く

る

可

能

性

が

あ

る

よ

う

な

気

が

し

ま

す

。

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

そ

う

い

う

側

面

も

あ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

多

岐

に

渡

る

問

題

が

付

随

し

て

い

る

の

で

、

一

様

に

は

解

決

で

き

な

い

と

い

う

の

は

、

推

進

し

な

が

ら

感

じ

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

た

だ

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

ス

ク

ー

ル

も

地

域

部

活

動

も

、

子

ど

も

た

ち

に

よ

り

良

い

教

育

を

地

域

全

体

で

施

し

て

い

き

た

い

、

地

域

の

教

育

力

に

も

頼

り

、

子

ど

も

た

ち

に

少

し

で

も

恩

恵

を

…
…

と

い

う

思

い

で

推

進

し

て

い

る

こ

と

は

ご

理

解

い

た

だ

き

た

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

少

な

い

子

ど

も

た

ち

の

た

め

の

環

境

を

、

ど

の

よ

う

に

作

っ

て

い

く

の

か

、

と

い

う

こ

と

で

あ

り

、

大

事

な

の

は

そ

の

仕

組

み

づ

く

り

で

す

よ

ね

。

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

だ

け

で

は

成

立

し

な

い

世

の

中

に

な

っ

て

き

て

い

る

の

で

、

生

涯

学

習

、

生

涯

ス

ポ

ー

ツ

と

い

う

レ

ベ

ル

で

も

考

え

て

い

く

必

要

が

あ

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

に

も

地

域

の

諸

団

体

と

は

連

携

さ

せ

て

い

た

だ

き

た

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

地

域

側

も

、

得

意

な

ス

ポ

ー

ツ

等

で

指

導

や

運

営

に

関

わ

る

こ

と

を

、

一

つ

の

「

地

域

づ

く

り

へ

の

参

加

」

と

捉

え

、

人

の

把

握

や

参

加

促

進

を

し

て

い

く

べ

き

で

す

ね

。

２

/ 106,615

二言

三言

「学校」と「地域」の「これから」「学校」と「地域」の「これから」「学校」と「地域」の「これから」「学校」と「地域」の「これから」

～コミュニティ～コミュニティ～コミュニティ～コミュニティ・・・・スクールと地域部活動スクールと地域部活動スクールと地域部活動スクールと地域部活動【【【【後編後編後編後編】】】】～～～～

一関市教育委員会 学校教育課 ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹

※１ 令和５年度の移行数(市内)は、全日型が３団体(千厩中学校：柔道男女、東山中学校：卓球男女・バスケットボール女子)、

休日型が15団体(磐井中学校：卓球男子・卓球女子・柔道男女、桜町中学校：卓球男女・吹奏楽、厳美中学校：野球・バレーボール女子・

ソフトテニス女子・卓球男女、舞川中学校：バドミントン女子、花泉中学校：ソフトボール・バレーボール男女、東山中学校：サッカー男女・

バドミントン男女、藤沢中学校：ソフトテニス男女)。

※２ 複数の条件があり、「中体連主催大会の参加を認める条件」の中には「活動にあたっては日常継続的に公益財団法人日本スポーツ協会等公認スポーツ

指導者資格を有する代表者もしくは指導者の指導のもとに、適切に行われていること」など、代表者や指導者が資格を有している必要がある。

※３ 「地域部活動運営費補助」。全日型は上限100,000円/年(基本額50,000円+5,000円×人数)、休日型は上限50,000円/年(基本額20,000円+3,000円×人数)

一関市教育委員会は、地域の公共事務のうち教育

に関する事務を管理、執行する機関で、教育長及び

４人の委員により組織される。その権限に属する事

務を処理させるため、事務局を置いている。現行の

「一関市教育振興基本計画」における基本目標は

「学びの風土を礎に 心豊かにたくましく 郷土の

誇りを未来につなぐ 一関の人づくり」。

※

１

※

２

一関市教育委員会

学校教育課

178

「全日型」の地域部活動として活動する千厩中学校柔道部。

指導者５人、中学生４人のほか、小学生や未就学児も一緒

に練習しており、高校生が参加することも。

※

３



住所：一関市萩荘境ノ神237-1

TEL：0191-34-4243 FAX：0191-34-4244

HP：https://soranotane.jp/

左の写真：放課後等デイサービス「そらのわ」事業所ス

タッフと利用者(令和６年４月)

児

の

認

知

度

や

支

援

先

が

少

な

い

こ

と

を

痛

感

し

て

い

た

の

で

、

自

分

に

も

何

か

で

き

な

い

か

と

い

う

想

い

が

芽

生

え

た

」

の

だ

と

か

。

「

娘

の

入

院

先

で

同

室

だ

っ

た

お

母

さ

ん

が

『

ぽ

け

っ

と

の

会

』

の

代

表

(

千

葉

淑

子

さ

ん

)

の

知

人

だ

っ

た

縁

で

、

同

会

と

つ

な

が

っ

た

り

、

『

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

・

ケ

ア

』

の

活

動

な

ど

に

も

参

加

し

ま

し

た

。

娘

と

と

も

に

そ

う

し

た

交

流

を

経

験

し

て

い

た

こ

と

か

ら

、

医

療

的

ケ

ア

を

必

要

と

す

る

人

、

障

が

い

の

あ

る

人

と

そ

の

家

族

の

こ

と

を

知

っ

て

ほ

し

い

。

そ

し

て

、

頑

張

っ

て

い

る

お

母

さ

ん

た

ち

を

支

援

し

た

い

と

い

う

想

い

が

、

娘

が

亡

く

な

っ

た

こ

と

で

膨

ら

ん

で

き

た

ん

で

す

」

と

言

う

伊

藤

さ

ん

は

、

令

和

４

年

６

月

に

賛

同

者

を

集

め

、

必

要

な

支

援

の

在

り

方

を

考

え

始

め

ま

す

。

同

年

８

月

か

ら

法

人

立

ち

上

げ

の

た

め

の

会

議

を

重

ね

、

10

月

の

奏

楽

ち

ゃ

ん

の

命

日

に

合

わ

せ

て

設

立

認

証

申

請

書

を

提

出

。

11

月

22

日

、

法

人

設

立

を

果

た

し

ま

し

た

。

「

福

祉

関

係

の

情

報

は

、

受

け

身

で

は

な

か

な

か

入

っ

て

こ

な

い

ん

で

す

。

私

の

よ

う

に

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

(

交

流

)

を

積

極

的

に

広

げ

た

い

と

い

う

タ

イ

プ

の

親

は

、

親

同

士

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

で

、

様

々

な

制

度

や

施

設

な

ど

の

情

報

を

得

る

こ

と

が

で

き

ま

す

が

、

横

の

つ

な

が

り

が

薄

い

と

、

得

ら

れ

る

情

報

は

限

ら

れ

て

き

ま

す

。

で

も

、

横

の

つ

な

が

り

を

望

ま

な

い

親

御

さ

ん

の

気

持

ち

も

わ

か

る

の

で

、

そ

う

い

う

方

に

は

そ

っ

と

寄

り

添

い

、

助

け

を

求

め

ら

れ

た

時

に

助

け

て

あ

げ

ら

れ

る

よ

う

な

法

人

で

あ

り

た

い

ん

で

す

」

と

伊

藤

さ

ん

。

少

し

で

も

情

報

が

届

く

よ

う

に

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

や

Ｓ

Ｎ

Ｓ

な

ど

を

活

用

す

る

ほ

か

、

障

が

い

児

・

者

を

支

援

す

る

団

体

等

の

イ

ベ

ン

ト

運

営

の

協

力

・

参

加

な

ど

を

行

い

、

周

知

に

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

立

ち

上

げ

た

ば

か

り

の

同

法

人

で

す

が

、

事

業

に

関

わ

る

ス

タ

ッ

フ

は

、

介

護

福

祉

士

、

保

育

士

、

看

護

師

、

臨

床

発

達

心

理

士

等

の

資

格

を

持

つ

方

や

障

が

い

者

支

援

に

関

わ

っ

て

い

た

方

な

ど

、

経

験

豊

富

な

人

材

が

揃

っ

て

お

り

、

「

こ

れ

も

千

葉

淑

子

さ

ん

か

ら

『

こ

ん

な

人

い

る

よ

』

と

紹

介

し

て

い

た

だ

い

た

お

か

げ

で

す

。

改

め

て

『

奏

楽

の

た

ね

』

は

い

ろ

ん

な

人

の

力

を

借

り

て

育

っ

て

い

る

ん

だ

と

感

じ

ま

し

た

」

と

伊

藤

さ

ん

は

笑

顔

で

話

し

ま

す

。

「

子

ど

も

た

ち

の

日

々

の

ケ

ア

で

『

自

分

の

時

間

』

を

諦

め

て

し

ま

う

お

母

さ

ん

方

に

、

『

自

分

の

時

間

を

大

切

に

し

て

ほ

し

い

』

と

呼

び

掛

け

て

い

き

た

い

」

と

い

う

同

法

人

は

、

重

症

心

身

障

が

い

や

医

療

的

ケ

ア

、

そ

し

て

そ

の

家

族

支

援

に

つ

い

て

の

理

解

促

進

も

図

り

、

「

み

ん

な

で

育

て

て

い

く

法

人

」

と

し

て

、

必

要

な

人

に

必

要

な

サ

ー

ビ

ス

が

届

け

ら

れ

る

よ

う

、

努

め

て

い

き

ま

す

。

小野寺小野寺小野寺小野寺 浩浩浩浩 さんさんさんさん

教員時代の経験をきっ

かけに、障がい福祉を

学びました。臨床発達

心理士、児童発達支援

管理責任者等の資格を

保有しています。

伊藤伊藤伊藤伊藤 和美和美和美和美さんさんさんさん

前職の介護・福祉サー

ビスの経験を活かし、

現場に出ることも。初

めての法人運営に悩み

ながらも笑顔は絶やし

ません。

令

和

４

年

11

月

、

「

市

内

在

住

の

重

症

心

身

障

が

い

児

・

者

本

人

及

び

そ

の

家

族

等

に

対

し

て

、

理

解

を

深

め

、

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

事

業

や

訪

問

事

業

、

相

談

支

援

活

動

に

関

す

る

事

業

を

行

い

、

地

域

や

関

係

施

設

・

団

体

等

に

お

い

て

、

理

解

の

促

進

及

び

啓

発

活

動

を

行

い

な

が

ら

支

援

の

輪

を

広

げ

、

重

症

児

等

の

福

祉

の

推

進

に

寄

与

す

る

こ

と

」

を

目

的

に

「

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

奏

楽

の

た

ね

」

が

設

立

さ

れ

ま

し

た

。

同

法

人

は

、

令

和

５

年

５

月

に

「

ヘ

ル

パ

ー

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

奏

楽

の

て

」

を

開

所

し

、

居

宅

介

護

、

重

度

訪

問

介

護

、

移

動

支

援

の

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

を

行

っ

て

い

ま

す

。

令

和

６

年

３

月

か

ら

は

１

歳

か

ら

64

歳

ま

で

を

対

象

と

し

た

「

日

中

一

時

支

援

」

の

提

供

も

開

始

し

、

保

護

者

の

レ

ス

パ

イ

ト

(

介

護

負

担

の

軽

減

)

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

同

年

４

月

に

は

、

小

学

生

か

ら

高

校

生

ま

で

の

放

課

後

の

居

場

所

づ

く

り

や

社

会

と

の

交

流

促

進

な

ど

に

つ

な

げ

よ

う

と

「

放

課

後

等

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

そ

ら

の

わ

」

を

開

所

。

旧

萩

荘

幼

稚

園

を

活

用

(

賃

貸

)

し

て

い

ま

す

。

法

人

設

立

の

き

っ

か

け

を

代

表

理

事

の

伊

藤

和

美

さ

ん

に

伺

う

と

、

「

娘

の

存

在

が

大

き

か

っ

た

」

と

言

い

ま

す

。

法

人

名

の

「

奏

楽

」

は

伊

藤

さ

ん

の

長

女

の

名

前

で

す

。

生

後

間

も

な

く

し

て

難

治

性

て

ん

か

ん

ウ

エ

ス

ト

症

候

群

と

診

断

さ

れ

、

「

医

療

的

ケ

ア

」

を

必

要

と

す

る

生

活

が

余

儀

な

く

さ

れ

た

奏

楽

ち

ゃ

ん

は

、

令

和

３

年

10

月

に

４

歳

と

い

う

幼

さ

で

こ

の

世

を

去

り

ま

し

た

。

「

急

に

日

常

生

活

が

変

わ

り

、

娘

の

ケ

ア

に

関

わ

っ

て

く

れ

た

人

た

ち

と

の

交

流

も

な

く

な

り

、

大

き

な

孤

独

を

感

じ

た

」

と

い

う

伊

藤

さ

ん

。

同

時

に

「

娘

と

の

生

活

の

中

で

、

医

療

的

ケ

ア

３４

団体

紹介

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人奏楽法人奏楽法人奏楽法人奏楽のたねのたねのたねのたね

令和４年11月設立。重症心身障がい児・

者への支援と理解促進等を目的に、「ヘル

パーステーション奏楽のて」「放課後等デ

イサービスそらのわ」を開所し、障がい福

祉サービスを提供する。現在の正会員は11

名、各種サービス利用者の登録数は19名。

人人人人

とととと

人人人人

のののの

繋繋繋繋

が

り

か

ら

が

り

か

ら

が

り

か

ら

が

り

か

ら

、、、、

生生生生

ま

れ

ま

れ

ま

れ

ま

れ

、、、、

育育育育

て

て

い

く

て

て

い

く

て

て

い

く

て

て

い

く

幅

広

い

障

が

い

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

- Photo gallery -gallery -

子子子子

ど

も

の

ど

も

の

ど

も

の

ど

も

の

居

場

所

居

場

所

居

場

所

居

場

所

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

「

そ

ら

の

わ

」

ス

タ

ッ

フ

会

議

の

様

子

。

安

全

安

心

は

も

ち

ろ

ん

、

子

ど

も

た

ち

が

楽

し

く

過

ご

す

た

め

の

サ

ー

ビ

ス

を

真

剣

に

考

え

ま

す

。

ヘ

ル

パ

ー

さ

ん

と

ヘ

ル

パ

ー

さ

ん

と

ヘ

ル

パ

ー

さ

ん

と

ヘ

ル

パ

ー

さ

ん

と

一

緒

一

緒

一

緒

一

緒

にににに

重

度

訪

問

介

護

の

利

用

者

と

一

緒

に

本

を

読

む

様

子

。

利

用

者

の

体

調

や

生

活

環

境

等

に

合

わ

せ

た

サ

ー

ビ

ス

提

供

を

行

っ

て

い

ま

す

。

イ

ベ

ン

ト

イ

ベ

ン

ト

イ

ベ

ン

ト

イ

ベ

ン

ト

運

営

運

営

運

営

運

営

に

も

に

も

に

も

に

も

協

力

協

力

協

力

協

力

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

心

魂

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

よ

る

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

(

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

く

る

り

ん

主

催

)

で

、

親

た

ち

も

楽

し

め

る

よ

う

に

ヘ

ル

パ

ー

を

派

遣

。

法

人

法

人

法

人

法

人

ロ

ゴ

に

ロ

ゴ

に

ロ

ゴ

に

ロ

ゴ

に

込込込込

め

た

め

た

め

た

め

た

想想想想

いいいい

オ

ガ

サ

ワ

ラ

ユ

ウ

ダ

イ

さ

ん

が

デ

ザ

イ

ン

し

た

ロ

ゴ

。

「

ソ

ラ

(

奏

楽

)

」

の

響

き

か

ら

音

符

を

種

に

見

立

て

て

花

を

咲

か

せ

る

と

い

う

意

味

が

。

Ｑ.あなたにとって「奏楽のたね」とは？

代表理事代表理事代表理事代表理事 副代表理事副代表理事副代表理事副代表理事

「

家

族

」

に

も

寄

り

添

っ

て

いとう かずみ おのでら ひろし

Ａ.ライフワークです！
Ａ.子育て

娘

の

存

在

が

き

っ

か

け

に

ＮＰＯ法人奏楽のたね

そ ら

※

１

重

度

の

肢

体

不

自

由

と

重

度

の

知

的

障

が

い

と

が

重

複

し

た

状

態

。

※

２

自

宅

で

入

浴

、

排

せ

つ

、

食

事

の

介

助

等

を

行

う

。

※

３

重

度

の

肢

体

不

自

由

者

又

は

重

度

の

知

的

障

が

い

若

し

く

は

精

神

障

が

い

に

よ

り

行

動

上

著

し

い

困

難

を

有

す

る

者

で

あ

っ

て

常

に

介

護

を

必

要

と

す

る

人

に

、

自

宅

で

入

浴

、

排

せ

つ

、

食

事

の

介

護

、

外

出

時

に

お

け

る

移

動

支

援

等

を

総

合

的

に

行

う

。

※

４

屋

外

で

の

移

動

が

困

難

な

障

が

い

者

等

に

つ

い

て

、

外

出

の

た

め

の

支

援

を

行

う

。

※

１

※

２

※

３

※

４

※

５

自

宅

で

家

族

等

が

日

常

的

に

行

う

、

医

療

的

生

活

援

助

行

為

の

こ

と

。

※

６

一

関

市

を

拠

点

に

重

度

障

が

い

児

・

者

の

地

域

生

活

を

豊

か

に

す

る

た

め

に

活

動

し

て

い

る

団

体

。

※

７

音

楽

を

使

っ

て

、

心

と

体

の

発

達

の

促

進

、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

の

促

進

等

、

子

ど

も

の

あ

ら

ゆ

る

発

達

を

伸

ば

す

療

法

の

こ

と

。

※

５

※

６

※

７



ま

す

が

、

よ

り

ボ

リ

ュ

ー

ム

感

を

増

し

て

い

く

た

め

に

、

集

落

民

に

空

き

缶

回

収

を

呼

び

か

け

、

イ

ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

購

入

資

金

を

調

達

す

る

計

画

で

す

(

空

き

缶

回

収

Ｂ

Ｏ

Ｘ

は

令

和

６

年

３

月

末

に

設

置

し

、

回

収

開

始

)

。

23

歳

頃

か

ら

同

会

に

参

加

し

て

い

る

武

田

健

さ

ん

は

、

「

自

分

が

小

学

生

の

頃

、

す

で

に

活

動

し

て

い

た

『

た

て

る

会

』

が

、

小

学

生

な

が

ら

に

楽

し

そ

う

に

見

え

た

。

こ

の

会

で

つ

な

が

っ

て

い

る

か

ら

こ

そ

、

20

歳

近

く

離

れ

た

先

輩

た

ち

と

も

気

さ

く

に

会

話

で

き

る

」

と

、

集

落

に

お

け

る

同

会

の

存

在

を

語

り

ま

す

。

同

集

落

に

は

県

道

１

８

３

号

(

若

柳

花

泉

線

)

が

走

っ

て

お

り

、

か

つ

て

は

業

者

に

よ

る

草

刈

り

作

業

が

行

わ

れ

て

い

た

も

の

の

、

作

業

さ

れ

ず

に

草

が

生

い

茂

っ

た

年

が

あ

り

ま

し

た

。

不

思

議

に

思

っ

た

区

長

の

川

島

登

さ

ん

が

県

に

問

い

合

わ

せ

る

と

、

業

者

不

足

等

の

理

由

で

で

き

な

く

な

っ

て

い

た

こ

と

が

判

明

。

集

落

で

取

り

組

む

こ

と

を

提

案

さ

れ

た

た

め

、

集

落

内

で

伺

い

を

立

て

た

と

こ

ろ

、

反

対

意

見

は

な

く

、

「

ま

ず

は

や

っ

て

み

よ

う

」

と

い

う

こ

と

に

。

平

成

30

年

、

受

託

を

開

始

し

、

そ

の

後

、

年

２

回

の

作

業

を

こ

な

し

て

き

ま

し

た

。

作

業

に

は

男

女

問

わ

ず

毎

回

30

人

以

上

が

参

加

。

旗

や

看

板

を

持

つ

役

な

ど

、

女

性

に

も

可

能

な

役

割

が

あ

る

た

め

、

「

み

ん

な

の

力

で

稼

い

で

い

る

と

実

感

で

き

る

」

と

川

島

さ

ん

。

草

刈

り

機

等

の

燃

料

代

も

各

自

が

負

担

し

、

受

託

費

は

全

て

５

‐

１

区

と

し

て

積

み

立

て

て

い

ま

す

が

、

参

加

者

か

ら

の

異

議

は

な

く

、

「

み

ん

な

の

楽

し

み

」

と

し

て

の

活

用

の

ほ

か

、

集

落

公

民

館

の

修

繕

費

用

な

ど

に

も

寄

付

す

る

予

定

な

の

だ

と

か

。

参

加

者

へ

の

飲

み

物

代

な

ど

は

「

当

該

県

道

沿

い

に

立

地

す

る

企

業

(

㈱

ヨ

シ

ム

ラ

)

か

ら

の

ご

祝

儀

を

活

用

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す

」

と

嬉

し

そ

う

に

話

す

川

島

さ

ん

。

以

前

は

、

集

落

内

に

立

地

し

な

が

ら

も

、

集

落

と

同

社

と

の

接

点

は

な

く

、

騒

音

や

大

型

ト

ラ

ッ

ク

の

頻

繁

な

通

行

に

対

し

、

住

民

か

ら

不

満

の

声

が

出

た

時

期

も

あ

っ

た

の

だ

と

か

。

そ

こ

で

区

長

の

川

島

さ

ん

が

同

社

へ

の

会

社

見

学

の

機

会

を

調

整

。

集

落

住

民

が

同

社

の

事

業

に

理

解

を

深

め

た

こ

と

で

、

不

満

の

声

も

少

な

く

な

り

ま

し

た

。

そ

れ

ど

こ

ろ

か

、

草

刈

り

作

業

時

の

ご

祝

儀

の

ほ

か

、

総

会

時

に

同

社

系

列

店

の

お

弁

当

を

差

し

入

れ

て

く

れ

る

な

ど

、

「

お

互

い

様

」

の

関

係

に

発

展

し

た

の

で

す

。

集

落

を

盛

り

上

げ

る

「

た

て

る

会

」

、

対

外

的

な

事

業

を

担

う

行

政

区

、

市

民

セ

ン

タ

ー

や

地

域

協

働

体

な

ど

の

事

業

へ

の

住

民

参

加

を

呼

び

掛

け

る

集

落

公

民

館

、

縦

割

り

の

よ

う

に

も

見

え

ま

す

が

、

「

た

て

る

会

」

が

人

材

の

把

握

・

育

成

を

担

っ

て

き

た

こ

と

で

、

多

く

の

家

督

た

ち

が

偏

り

な

く

各

種

役

職

を

経

験

し

て

お

り

、

横

の

つ

な

が

り

の

中

で

縦

の

事

業

が

動

い

て

い

ま

す

。

県

道

沿

い

を

彩

る

サ

ク

ラ

は

、

そ

の

関

係

性

の

象

徴

と

も

言

え

る

で

し

ょ

う

。

40

戸

に

も

満

た

な

い

小

さ

な

集

落

で

、

45

年

に

も

渡

り

集

落

の

活

気

づ

く

り

に

貢

献

し

続

け

る

団

体

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

名

も

「

た

て

る

会

」

。

昭

和

54

年

４

月

、

青

年

会

の

よ

う

な

位

置

づ

け

で

発

足

し

、

次

第

に

長

男

会

や

家

督

会

の

よ

う

な

役

割

に

発

展

、

メ

ン

バ

ー

の

世

代

交

代

も

経

な

が

ら

、

現

在

は

集

落

内

の

40

代

～

70

代

と

い

う

幅

広

い

年

代

の

14

人

で

活

動

し

て

い

ま

す

。

油

島

第

９

区

集

落

に

は

集

落

公

民

館

と

し

て

の

活

動

や

、

５

‐

１

行

政

区

と

し

て

の

活

動

、

そ

の

他

中

山

間

組

織

等

に

よ

る

活

動

な

ど

、

様

々

な

活

動

が

あ

り

ま

す

が

、

集

落

内

の

交

流

・

振

興

を

担

う

の

が

「

た

て

る

会

」

で

す

。

有

志

の

集

ま

り

で

あ

り

、

月

々

の

会

費

の

ほ

か

、

様

々

な

作

業

で

資

金

を

「

稼

ぐ

」

こ

と

で

活

動

し

て

き

ま

し

た

。

松

く

い

虫

防

除

作

業

を

受

託

し

、

貯

め

た

お

金

で

グ

ア

ム

旅

行

に

行

っ

た

こ

と

も

あ

る

と

い

う

の

で

驚

き

で

す

。

「

ま

ず

は

集

落

を

盛

り

上

げ

る

こ

と

。

集

落

の

活

動

に

出

て

こ

な

け

れ

ば

、

地

域

協

働

体

や

地

域

全

体

の

活

動

に

も

出

て

行

か

な

い

。

集

落

活

動

が

盛

り

上

が

る

よ

う

に

、

今

と

な

っ

て

は

バ

カ

み

た

い

な

企

画

も

や

っ

て

き

た

」

と

、

発

足

当

初

か

ら

の

「

た

て

る

会

」

メ

ン

バ

ー

武

田

正

吉

さ

ん

は

笑

い

ま

す

。

結

婚

祝

賀

会

や

社

交

ダ

ン

ス

講

習

会

、

海

水

浴

な

ど

の

会

員

同

士

の

交

流

の

機

会

は

も

ち

ろ

ん

、

部

落

盆

踊

り

大

会

、

演

芸

大

会

、

年

祝

い

・

成

人

祝

い

等

、

集

落

全

体

に

向

け

て

の

事

業

も

多

数

行

っ

て

き

た

「

た

て

る

会

」

。

集

落

内

の

神

社

に

手

作

り

の

御

神

体

や

鳥

居

を

奉

納

し

た

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

令

和

５

年

度

に

は

一

関

市

の

地

域

お

こ

し

事

業

に

申

請

し

、

７

月

に

「

納

涼

夏

祭

り

大

会

」

、

11

月

に

「

光

と

遊

ぶ

イ

ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

フ

ェ

ス

タ

」

と

、

２

事

業

を

企

画

運

営

。

集

落

内

の

老

若

男

女

が

集

い

、

交

流

を

楽

し

み

ま

し

た

。

イ

ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

は

県

道

沿

い

に

同

会

が

植

樹

を

続

け

て

き

た

サ

ク

ラ

に

設

置

。

そ

の

距

離

約

２

０

０

ｍ

に

渡

り

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

区長区長区長区長

川島川島川島川島 登登登登さんさんさんさん

４期８年目。民謡・歌

謡曲で数々の受賞歴が

あり、近年は趣味の能

面・神楽面制作に没頭

中。もちろん「たてる

会」ＯＢです。

武田武田武田武田 健健健健さんさんさんさん

50代前半にして「たて

る会」歴30年以上の武

田さん。先輩たちから

も「頼めばすぐに動い

てくれる」と、同会の

何でも屋的存在です。

油島第９区集落

５６

楽楽楽楽

し

み

な

が

ら

し

み

な

が

ら

し

み

な

が

ら

し

み

な

が

ら

、、、、

集

落

集

落

集

落

集

落

をををを

「「「「

た

て

る

た

て

る

た

て

る

た

て

る

」」」」

起

こ

す

、

尊

敬

す

る

、

評

判

を

た

て

る

…
…

- Photo gallery -gallery -

毎

週

草

刈

毎

週

草

刈

毎

週

草

刈

毎

週

草

刈

り

で

す

が

り

で

す

が

り

で

す

が

り

で

す

が

…
…

…
…

…
…

…
…

県

道

以

外

に

も

、

河

川

・

道

路

愛

護

、

中

山

間

、

多

面

的

…

と

、

草

刈

り

シ

ー

ズ

ン

は

毎

週

末

が

草

刈

り

。

そ

れ

で

も

み

ん

な

協

力

的

で

す

。

興

奮

興

奮

興

奮

興

奮

の

マ

ジ

ッ

ク

シ

ョ

ー

の

マ

ジ

ッ

ク

シ

ョ

ー

の

マ

ジ

ッ

ク

シ

ョ

ー

の

マ

ジ

ッ

ク

シ

ョ

ー

納

涼

夏

祭

り

大

会

に

は

プ

ロ

マ

ジ

シ

ャ

ン

が

登

場

！

老

若

男

女

が

間

近

で

見

る

マ

ジ

ッ

ク

シ

ョ

ー

に

大

興

奮

。

屋

台

や

花

火

も

楽

し

み

ま

し

た

。

春春春春

は

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

は

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

は

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

は

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

「

た

て

る

会

」

に

よ

る

イ

ル

ミ

ネ

ー

シ

ョ

ン

撤

去

作

業

の

様

子

。

サ

ク

ラ

の

開

花

時

は

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

に

切

り

替

え

る

た

め

、

そ

の

準

備

も

…
…

。

「「「「

た

て

る

た

て

る

た

て

る

た

て

る

会会会会

」」」」

総

会

総

会

総

会

総

会

に

て

に

て

に

て

に

て

か

つ

て

は

１

泊

で

総

会

を

し

て

い

た

同

会

。

近

年

は

日

帰

り

で

、

令

和

６

年

度

総

会

は

「

金

成

延

年

閣

」

に

て

開

催

し

ま

し

た

(

欠

席

１

名

)

。

地域

紹介

油島第油島第油島第油島第９９９９区集落区集落区集落区集落((((油島油島油島油島))))

夏川を挟んで宮城県登米市と面する中山間

集落で、行政区は油島５-１区。花欠・飛ヶ

沢・上原田・中原田・下原田・愛宕前・日向

平の７小字のエリア(中原田・愛宕前は住居

無し)で、35戸約100人が暮らす(６班体制)。

旧蝦島村のエリアで、飛ヶ沢には道祖神社、

蝦島館(西館)、日向平には鹿島神社がある。

会

の

趣

旨

は

「

可

能

な

こ

と

は

す

べ

て

挑

戦

し

よ

う

」

「

課

題

」

を

「

プ

ラ

ス

」

に

変

え

て

かわしま のぼる たけだ けん

Ａ.活力のある楽しい集落 Ａ.笑顔が満ちあふれている

九区集落‼

左の写真：令和５年度「油島地区民大運動会」に「油

島第９区集落公民館」として参加。中学生も活躍。

「「「「たてるたてるたてるたてる会会会会」」」」メンバーメンバーメンバーメンバー

花泉



初

代

が

気

仙

沼

市

に

店

を

構

え

て

か

ら

創

業

約

１

０

０

年

と

な

る

「

朝

日

堂

製

菓

」

。

２

代

目

が

菓

子

製

造

か

ら

菓

子

卸

業

へ

と

業

種

転

換

す

る

も

、

「

朝

日

堂

製

菓

」

の

名

と

「

和

菓

子

作

り

の

技

術

」

は

、

そ

の

灯

を

消

す

こ

と

な

く

受

け

継

が

れ

て

き

ま

し

た

。

現

店

主

(

３

代

目

)

の

大

房

厚

治

さ

ん

は

、

も

と

も

と

手

先

が

器

用

で

、

電

気

機

器

関

係

の

仕

事

に

憧

れ

、

大

手

Ｉ

Ｔ

企

業

に

就

職

し

ま

し

た

が

、

26

歳

の

時

に

両

親

の

体

調

面

等

を

考

慮

し

事

業

を

継

ぐ

た

め

退

職

。

以

後

、

菓

子

卸

業

を

手

伝

う

傍

ら

、

祖

父

か

ら

父

に

継

承

さ

れ

て

い

た

和

菓

子

作

り

に

も

徐

々

に

興

味

を

持

ち

始

め

ま

す

。

「

最

初

の

頃

は

、

和

菓

子

作

り

に

興

味

が

な

く

て

ね

。

で

も

、

ス

ー

パ

ー

や

コ

ン

ビ

ニ

な

ど

が

展

開

し

始

め

る

と

、

個

人

の

卸

業

は

下

火

に

な

っ

て

き

て

、

自

分

に

は

何

が

で

き

る

か

、

祖

父

が

父

へ

残

し

た

味

は

ど

ん

な

も

の

な

の

だ

ろ

う

か

と

考

え

た

と

き

に

和

菓

子

を

作

っ

て

み

よ

う

か

な

と

思

い

始

め

た

ん

で

す

。

父

か

ら

は

よ

く

『

菓

子

作

り

は

言

っ

て

も

わ

か

ら

な

い

か

ら

見

て

い

ろ

。

見

て

い

れ

ば

わ

か

る

』

な

ん

て

言

わ

れ

た

も

の

で

す

」

と

振

り

返

る

大

房

さ

ん

。

父

の

背

中

だ

け

で

な

く

、

積

極

的

に

研

修

会

な

ど

に

も

参

加

し

た

ほ

か

、

独

学

で

洋

菓

子

作

り

も

学

び

ま

す

。

そ

の

努

力

が

、

の

ち

に

「

地

元

銘

菓

」

と

な

る

和

菓

子

の

発

案

に

も

繋

が

り

ま

し

た

。

「

今

は

和

菓

子

が

中

心

で

す

が

、

洋

菓

子

も

作

り

ま

す

。

商

品

ケ

ー

ス

に

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

事

前

に

ご

注

文

い

た

だ

け

れ

ば

ホ

ー

ル

ケ

ー

キ

な

ど

も

対

応

し

て

い

ま

す

」

と

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

昭

和

51

年

、

室

根

神

社

に

釣

鐘

(

大

梵

鐘

)

が

落

成

さ

れ

る

と

、

２

代

目

の

父

が

大

梵

鐘

に

見

立

て

た

型

を

作

り

、

ご

ま

や

抹

茶

な

ど

当

時

と

し

て

は

珍

し

い

餡

を

挟

ん

だ

「

つ

り

が

ね

最

中

」

を

考

案

。

当

時

、

同

店

は

卸

業

が

中

心

だ

っ

た

た

め

、

「

つ

り

が

ね

最

中

」

は

村

内

の

菓

子

店

に

卸

し

て

の

販

売

(

昭

和

52

年

～

)

で

し

た

が

、

平

成

７

年

頃

に

店

舗

を

構

え

て

か

ら

は

、

同

店

の

看

板

商

品

と

な

り

ま

し

た

。

「

お

菓

子

と

う

ふ

」

は

平

成

７

年

頃

に

誕

生

。

菓

子

を

製

造

す

る

過

程

で

余

っ

て

し

ま

う

卵

白

の

活

用

と

い

う

「

課

題

か

ら

生

ま

れ

た

商

品

」

だ

と

い

い

、

添

加

物

を

一

切

使

用

せ

ず

、

豆

乳

を

使

用

す

る

こ

と

で

、

も

っ

ち

り

し

っ

と

り

柔

ら

か

い

カ

ス

テ

ラ

に

仕

上

が

り

、

そ

の

色

合

い

が

ま

る

で

豆

腐

の

よ

う

だ

っ

た

こ

と

か

ら

命

名

し

た

の

だ

と

か

。

両

商

品

は

、

第

23

回

全

国

菓

子

大

博

覧

会

に

出

展

し

、

見

事

、

全

国

菓

子

大

博

覧

会

会

長

賞

(

つ

り

が

ね

最

中

)

と

栄

誉

金

賞

(

お

菓

子

と

う

ふ

)

を

受

賞

。

大

房

さ

ん

は

「

何

よ

り

も

『

室

根

村

の

お

菓

子

』

だ

と

い

う

こ

と

を

全

国

に

知

っ

て

も

ら

え

る

機

会

と

な

っ

た

こ

と

が

嬉

し

か

っ

た

」

と

当

時

を

振

り

返

り

ま

す

。

今

の

一

押

し

は

３

年

の

試

行

錯

誤

を

経

て

商

品

化

し

た

と

い

う

「

ふ

わ

ど

ら

」

。

小

さ

な

お

子

さ

ん

か

ら

高

齢

者

ま

で

楽

し

め

る

和

菓

子

で

、

令

和

７

年

開

催

予

定

の

第

28

回

全

国

菓

子

大

博

覧

会

へ

の

出

展

に

も

意

欲

的

。

長

男

も

４

代

目

と

し

て

修

業

中

で

、

繋

い

で

き

た

和

菓

子

作

り

の

技

術

、

そ

し

て

「

室

根

村

の

銘

菓

」

を

、

次

の

世

代

に

受

け

継

い

で

い

き

ま

す

。

室根

７

企業

紹介
「つりがね最中」や「お菓子とうふ」などの和菓子を中心に製造販売を行う

朝日堂製菓は、大正13年頃、宮城県仙台市で修業を積んだ現店主の祖父(初代)

が、和菓子とパンの製造販売業として気仙沼市で創業。昭和34年頃に２代目

(父)が室根村(当時)に店舗を移転し和菓子製造販売の継承を行うも、火事で被

災し、苦渋の判断で菓子製造を断念、「朝日堂製菓」の名を残したまま菓子卸

業に転換。３代目の大房厚治さん(現店主)が卸業の傍らに現住所で和菓子製造

販売の店舗を構え(平成７年)、２代目とともに地元銘菓を発案・製造。全国菓

子大博覧会(主催：全国菓子工業組合連合会等)で数々の入賞を果たしました。

再再再再びびびび和菓子製造和菓子製造和菓子製造和菓子製造のののの店店店店としてとしてとしてとして、、、、新新新新たなたなたなたな銘菓銘菓銘菓銘菓づくりへづくりへづくりへづくりへ

技

術

職

か

ら

菓

子

職

人

へ

の

転

身

１

朝日堂製菓の店舗外観。

DATA

〒029-1201

一関市室根町折壁１-６-３

TEL＆FAX 0191-64-3029

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第62626262話話話話

今月のテーマ

店内には数種類の和洋菓子が。

朝日堂製菓３代目の大房厚治さ

ん。

「「「「組織組織組織組織」」」」ではなくではなくではなくではなく「「「「機能機能機能機能」」」」で考えるで考えるで考えるで考える

地域企業の理念にせまります。

８

受

け

継

が

れ

る

地

元

銘

菓

地域運営の落とし穴
地域協働体はRMOなの？

２

３

46
朝日堂製菓

これだけは、声を大にして言いたい……！「「「「地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体はははは、、、、RMORMORMORMOですですですです！」！」！」！」

一関市では、合併を契機に「「「「協働協働協働協働のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり」」」」を施策に掲げました。新市としてのまちづくり施策ですが、

その背景には、見見見見えないえないえないえない課題課題課題課題、、、、課題課題課題課題のののの難解化難解化難解化難解化かつかつかつかつ複雑化複雑化複雑化複雑化にににに少少少少しでもしでもしでもしでも対応対応対応対応していかなければしていかなければしていかなければしていかなければ……………………というというというという課題感課題感課題感課題感があ

り、「「「「地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体」」」」の設立に至ります。「地域協働体」は、行政区や自治会の人口格差が広がっていることもあ

り、市民市民市民市民センターセンターセンターセンター((((旧公民館旧公民館旧公民館旧公民館))))単位単位単位単位でででで一定量一定量一定量一定量のののの人口人口人口人口をををを確保確保確保確保しししし、、、、地域地域地域地域づくりをづくりをづくりをづくりを進進進進めていくめていくめていくめていく‘‘‘‘広域広域広域広域のののの地域地域地域地域づくりシステづくりシステづくりシステづくりシステ

ムムムム’’’’のののの手法手法手法手法です。

一関市が地域協働体の設立を始めた頃、国も、従来の行政主導の地域づくりから、小学校区や公民館単位の地

域づくりへシフトチェンジし始めます。ここで提唱されるのが「「「「地域運営組織地域運営組織地域運営組織地域運営組織(Region Management Organization)(Region Management Organization)(Region Management Organization)(Region Management Organization)」」」」

であり、通称通称通称通称「「「「RMORMORMORMO」」」」です。Region(リージョン：地域) Management(マネジメント：管理) Organization(オーガ

ナイゼーション：組織)は、直訳すると‘‘‘‘地域地域地域地域をををを管理管理管理管理するするするする組織組織組織組織’’’’であり、ここで言う「地域」は、小学校区もし

くは公民館単位のような「「「「広域広域広域広域のののの地域地域地域地域」」」」です。

一関市では「地域協働体」という呼称ですが、全国的には「地域運営組織」という呼称になるのです。全国的

にRMOの取り組みは広がり、令和５年度の総務省の調査では、全国で7,710団体あると報告されています。それだ

け一つ一つの集落規模の縮小が課題となり、広域での取り組みが受け入れられているということと受け止めます。

さらに、農林水産省が農村集落農村集落農村集落農村集落のののの少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化をををを背景背景背景背景にににに、、、、集落集落集落集落のののの維持維持維持維持やややや生活支援生活支援生活支援生活支援のための「「「「農村農村農村農村RMORMORMORMO」」」」という提

案をし始め(本誌2023年３月号「地域運営の落とし穴㉜ 『農村RMO』の出現」参照)、従来のRMOは、「「「「一般一般一般一般RMORMORMORMO」」」」と呼ばれ

るなど、区別されるようになったのです。この時点でややこしいですね。

地域運営組織による地域づくり事業が積極的に行われるようになったものの、農村集落における景観維持や生

活支援に関する課題の優先度が高まったため、農村集落に地域運営組織の手法を取り入れようとした背景なので

しょうか(推測です)。

一関市では、地域協働体という地域運営組織を設立し、地域地域地域地域ごとのごとのごとのごとの課題課題課題課題やニーズにやニーズにやニーズにやニーズに合合合合わせたわせたわせたわせた取取取取りりりり組組組組みみみみをしてお

り、農村集落農村集落農村集落農村集落のののの維持維持維持維持やややや生活支援生活支援生活支援生活支援にににに関関関関することもすることもすることもすることも網羅網羅網羅網羅されているされているされているされているため、農村RMOを特別視することはなかったので

すが、農村RMO設立の気配がざわつき始めて……。

しかし、農村RMOと地域協働体は、同じものだと説明をしても、なかなか理解され難く、そもそも地域協働体

の理解もいま一つのところに、農村RMOの説明をかぶせてしまう状況になり、RMOという言葉そのものがストレー

トに使われる農村RMOのことを、RMOと言われるようになってしまいました。我々からしたら違和感でしかありま

せん。RMORMORMORMOはははは地域運営組織地域運営組織地域運営組織地域運営組織(=(=(=(=地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体))))、農村版農村版農村版農村版のののの地域運営組織地域運営組織地域運営組織地域運営組織がががが農村農村農村農村RMORMORMORMOだからです。でも、市民からしたら

新しい専門用語が出てきただけで、何が、どう違うのかなど気にすることではないでしょう。制度の縦割りの悪

い部分が露呈してしまい、現場や住民を混乱させる状態を作ってしまいました。

だ

い

ぼ

ん

※

１

※

１

平

成

10

年

、

岩

手

県

滝

沢

市

の

会

場

で

開

催

。

主

催

は

、

全

国

菓

子

工

業

組

合

連

合

会

。

※

２

受

賞

を

機

に

全

国

で

「

お

菓

子

と

う

ふ

」

の

類

似

品

が

増

え

、

商

標

登

録

を

し

て

し

ま

っ

た

業

者

も

い

る

。

※

２

し

ょ

う

一関市民のみなさんに言いたい！

一関市一関市一関市一関市にににに33333333団体設立団体設立団体設立団体設立されているされているされているされている地域地域地域地域

協働体協働体協働体協働体はははは、、、、一般一般一般一般RMORMORMORMOとととと農村農村農村農村RMORMORMORMOのののの両方両方両方両方のののの

機能機能機能機能をををを兼兼兼兼ねねねね備備備備えているえているえているえているのです。つまり、

農村RMOと同じ枠組みの「地域協働

体」という組織を設立しているのです

から、農村農村農村農村RMORMORMORMOをををを改改改改めてめてめてめて設立設立設立設立するするするする必要必要必要必要

はなくはなくはなくはなく、、、、地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体というというというという母体母体母体母体にににに、、、、

‘‘‘‘農村農村農村農村RMORMORMORMOのののの機能機能機能機能’’’’をををを付加付加付加付加させていけさせていけさせていけさせていけ

ばばばば良良良良いいいいだけだけだけだけのことなんです……！

地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体

【【【【一関市一関市一関市一関市】】】】

・円卓会議円卓会議円卓会議円卓会議の場をつくり、地域地域地域地域

課題課題課題課題をををを整理整理整理整理

・各種団体や行政等との役割役割役割役割

分担分担分担分担でででで地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり活動活動活動活動をををを展開展開展開展開

地域運営組織地域運営組織地域運営組織地域運営組織 ((((一般一般一般一般ＲＭＯＲＭＯＲＭＯＲＭＯ))))

【【【【総務省総務省総務省総務省】】】】

地域課題を共有、解決方法を

検討することで、生活機能を

支える事業（総合生活支援

サービス）を持続的に展開

農村農村農村農村ＲＭＯＲＭＯＲＭＯＲＭＯ

【【【【農林水産省農林水産省農林水産省農林水産省】】】】

・「農用地の保全」

・「地域資源の活用」

・「生活支援」 の３つの事業

※本誌2023年５月号「地域運営の落とし穴㉞

農村RMOと地域協働体」もご参照ください。

「広域の地域」にすることで、
様々な立場の住民が参画可能!

機能を付加させる



センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
86868686

前号では、一関の地名由来の１つである「堰」について調査しました。「堰」の指

すものとして、当センターとしては「北上川の氾濫をせき止めるための堰」が有力で

あるという結論にしたものの、調査過程で深堀りしてしまった「用水堰」について、

当地域事情を整理しました。今回はさらにその派生で、当地域で最も古い歴史を持つ

とされる「照井堰」について調査し、用水路開削が急務だった時代の暮らしにも、思

いを馳せてみました。 ※記載内容はあくまでも当センター独自調査の結果です。
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「世界かんがい施設遺産」とは「世界かんがい施設遺産」とは「世界かんがい施設遺産」とは「世界かんがい施設遺産」とは「「「「照井堰用水照井堰用水照井堰用水照井堰用水」」」」もももも認定認定認定認定！！！！

「かんがい(灌漑)」の歴史・発展を明らかにし、理解醸成を図るとともに、かんがい施設の

適切な保全に資することを目的に、以下のような条件を満たした「かんがい施設」を「国際か

んがい排水委員会(令和５年12月現在81の国・地域が加盟)」が認定・登録するものです。

選

定

条

件

選

定

条

件

選

定

条

件

選

定

条

件

●建設から100年以上経過

●次のいずれかの施設であること。①ダム(かんがいが主目的) ②ため池等の貯水施設

③堰、分水施設 ④水路 ⑤古い水車 ⑥はねつるべ ⑦排水施設 等

●次の基準(９項目あり)を１つ以上満たすこと。 ※下記は一部

・計画策定、設計、建設技術、施設規模、水量、受益規模の点で最先端であった施設

・食料生産強化、生計の向上、農村発展、貧困削減に大きく貢献した施設

・施設に係る着想が建設当時としては革新的であった施設 ……等

日本国内日本国内日本国内日本国内ではではではでは、、、、51515151施設施設施設施設がががが
登録登録登録登録（（（（令和令和令和令和５５５５年年年年11111111月現在月現在月現在月現在））））

照井堰用水照井堰用水照井堰用水照井堰用水のののの

歴史歴史歴史歴史やややや特徴特徴特徴特徴をををを

まとめてみたまとめてみたまとめてみたまとめてみた

五串村五串村五串村五串村

赤荻村赤荻村赤荻村赤荻村

山目村山目村山目村山目村

中

里

村

中

里

村

中

里

村

中

里

村

猪岡村猪岡村猪岡村猪岡村

照井太郎高春の死後、厳美渓から約３km上

流の磐井川両岸に「穴堰」を開削したのは

高春の子孫・高泰と荻荘荘司。照井太郎高

春が生前にどこから開削したのかは不明で

すが、照井土地改良区によると、下流側か

ら掘削(雨などが降った時に水が抜けやす

いように)し、最終段階で取水河川と接続

したのではないか、とのこと。高春が下流

から上流に向かって掘削を進め、高泰が取

水河川との接続を担ったのかもしれません。

磐井川の源流は栗駒山の北

斜面。そこからの標高差を

活かしているのが照井堰の

特徴なのね。

至衣川至衣川至衣川至衣川

至遊水地至遊水地至遊水地至遊水地

★

照井堰用水の全長(各水

路の長さの合計)は60km

で、代掻き期には１秒間

に４ｔもの水が流れるん

だって！

厳美町字小河原地内

にある大〆切頭首工。

現在の施設は昭和59

年竣工。照井堰と大

江堰の取水を行って

いる。

大〆切頭首工には魚

が遡上するための

「魚道」がある(水

しぶきがたっている

部分)。ヤマメ、イ

ワナ等が遡上する。

1

2

3

❶西風堰の土水路(令和元年)

❷令和２年の改修工事の様子

(①をコンクリート水路へ)

❸完成したコンクリート水路

※画像は照井土地改良区提供

堰の変遷堰の変遷堰の変遷堰の変遷 ((((土水路・石積み・コンクリート土水路・石積み・コンクリート土水路・石積み・コンクリート土水路・石積み・コンクリート))))

＜参考文献＞ 照井土地改良区(2012)『幾星霜』/水土里ネットてるい(2017)『照井堰用水の概要』/一関市(1978)『一関市史 第１巻 通説』/ 他

※掲載しきれなかった参考文献等は当センターホームページに記載しています。ご了承ください。

用水堰を作った道具たち用水堰を作った道具たち用水堰を作った道具たち用水堰を作った道具たち

玄能玄能玄能玄能((((げんのうげんのうげんのうげんのう))))

玄能はハンマーの一種で、

打撃部分の片側が平らに、

片側がわずかに凸状に膨ら

んでいる。鏨の頭を叩き、

岩を削る。

鏨鏨鏨鏨((((たがねたがねたがねたがね))))

岩石や金属を加工するため

の道具。鋭い刃を持ってお

り、反対側(頭)を玄能やハ

ンマーで叩くことで岩など

を削る。様々な種類あり。

もっこもっこもっこもっこ

縄や竹・蔓

を編んで

作った土砂の

運搬道具。棒

を通し、前後２人で

担ぐことも。

★：元禄12年(1699)の『磐井郡西岩井絵図(写)』で確認できた堰(当時は現在の名称ではない)。

つまり少なくとも1699年までに灌漑していた堰。

★

★

★

★

★

★

★

★

★

至三関至三関至三関至三関

「照井堰」は、長い年月をかけて、「北照井堰」「南照井堰」など、複数の堰に分水され

ており、「世界かんがい施設遺産」にはそうした堰も含めた水路体系が「照井堰用水」とし

て登録されています。なお「照井堰」と同時代に穴堰を開削し、照井堰とともに「大〆切頭

首工」から取水している「大江堰」は、「世界かんがい施設遺産」には含まれていませんが、

照井土地改良区では照井堰と同様に管理しています。

栗駒山栗駒山栗駒山栗駒山

開削当初は土水路だった堰も、昭和20～30年にはその多くが石積み

に改修されました。コンクリート水路への改修が進められたのは昭

和50年代以降のことです(照井堰用水では)。

土水路の水路幅はコンクリート水路に比べて大きく(写真①②参

照)、コンクリート水路になることで水路幅が狭くなり、水流も早く

なりました。水路の深さは、現在と同じくらいで、水路幅よりは短

いのが通常だとか。

近年は、魚道の整備や蛍の生息地など、住民の要望等を聞きなが

ら、コンクリートづくりから石積みづくりに戻すところもあり、生

態系を壊さない努力がされています。

ちなみに、大正時代から昭和にかけては、堰に流れる水を利用し

た水車が照井堰用水でも30台近く稼働し、精米や粉ひき等を行って

いたほか、赤荻字豊料地内では水力発電も行われていたのだとか(明

治44年稼働の山十製糸工場が動力電源を確保するため、敗戦直前ま

で稼働)。

磐井川の岸は固い岩。掘削

には相当の苦労があったこと

でしょう。当時使用していた

主な道具は、鏨(たがね)、玄能

(げんのう)。これらの道具で岩

盤を掘り、「もっこ」で土や

石を運びました。１日２ｍ掘

削するのがやっとだった、と

か……。

※画像は照井土地改良区提供


